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「
笠
岡
今
は
む
か
し
物
語
」 

「
笠
岡
懐
か
し
の
映
像
」
に
登
場
す
る
昭
和
５

年
頃
の
笠
岡
高
等
女
学
校
は
、
岡
山
県
立
笠
岡

高
等
学
校
の
前
身
で
、
１
９
０
２
年
（
明
治

35

年
）
に
笠
岡
町
立
笠
岡
女
学
校
と
し
て
産
声
を

あ
げ
、
町
立
実
家
高
等
女
学
校
、
町
立
高
等
女

学
校
、
岡
山
県
笠
岡
高
等
女
学
校
と
名
を
変

え
、
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
に
岡
山
県
に

移
管
さ
れ
て
岡
山
県
立
笠
岡
高
等
女
学
校
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
写
真
は
昭
和

14

年
の
朝
礼
の
様
子

で
、
両
脇
が
教
職
員
、
右
の
６
列
は
新
入
生
で

し
ょ
う
か
、
教
職
員
と
生
徒
を
合
わ
せ
る
と
約

８
０
０
名
、
後
方
の
大
き
な
建
物
は
昭
和
２
年

に
落
成
し
た
屋
内
体
操
場
で
、
左
奥
の
校
門
坂

道
に
は
桜
も
咲
い
て
い
る
様
子
で
す
。 

段
々
と
時
代
が
変
わ
り
、
忘
れ
去
ら
れ
る
郷

土
の
歴
史
や
人
々
の
生
活
の
様
子
。 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
懐
か
し
い
写
真

な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
も
し
故
人
の
ア
ル
バ

ム
な
ど
に
残
っ
て
い
ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
酷
暑
の
折
り
、
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 
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笠岡高校１００年史より 

 

『 笠岡地区まちづくり協議会 』 
 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地  

「井戸会館」内  

 電 話：６３－５９４９ 

 Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

 開館日：月･水･金曜日１４時～１７時 

 

          ８月の行事予定 

８月２１日(日)の役員会は都合により

中止し、書面による連絡といたします。 

笠岡小さな映画館プロジェクト 

〇８月７日(日)１０：００～ 

第９回映画会を開催します。 

 

自助 

共助 公助 

 



 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇台風や大雨に備えて◇  

台風や大雨は、いきなり発生する地震と異なり、やってくるまでに

いくらか余裕はありますが、のんびり構えているわけにはいきません。 

テレビやラジオで報道される台風や大雨の正確な情報を聞き、早めの

対策が大切です。 

大雨の恐れがあるときは、排水口や雨どいの中にたまっているドロ、

ゴミなどを取り除いて排水を良くしておいてください。浸水に備えて

家具、タタミなど家財道具は高い所へ、流れやすいものは、ロープや

ハリガネで固定するか、安全な場所へ移しておきましょう。浸水、が

け崩れなどの心配がある場合には、いつでも避難できる態勢を整えて

おきましょう。 

集中豪雨は、気象の変化によって突発的に、狭い地域に短時間に多

量の雨が降るため、とくに予測が難しく、局地的に大きな被害が発生

します。気象情報だけでなく、雨の降り方や川の水かさなどにも注意

し、自治体が発表している避難場所を確認し、避難しましょう。 
 

編集後記 

例年より早い梅雨明けで身

体が参っていましたが、今度

は戻り梅雨の様な天候が続い

たりして、異常気象が日常化

してきたら大変です。 

災害やコロナから自分の身

を守りながら、この暑さを乗

りきりましょう。Ｉ・Ｍ 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足
当
時
、
子
ど
も
新
聞
部
を
立
ち

上
げ
て
「
笠
岡
自
慢
子
ど
も
新
聞
」
の
発
行
に
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
取
材
し
、
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
校
正
を
重
ね
、
発
行

し
た
新
聞
は
６
年
間
で
２３
号
に
達
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
入
部
希
望
者
の
減
少
か
ら
新
聞
部
の
活
動
は
い

つ
し
か
中
止
に
な
り
、
今
一
度
子
ど
も
達
に
「
笠
岡
町
の
歴

史
」
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
副
読
本

の
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

完
成
し
た
副
読
本
は
、
随
所
に
絵
や
写
真
を
載
せ
て
読
み

や
す
く
し
て
お
り
、
先
生
方
や
友
達
と
一
緒
に
「
笠
岡
町
の

歴
史
」
に
触
れ
、
笠
岡
の
新
し
い
発
見
を
し
て
も
ら
え
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
７
月
１４
日
に
笠
岡
小
学
校
を
訪
ね
、
４
年
１
組
で

贈
呈
式
を
行
い
８０
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

総
務
部
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、
夏
休

み
を
目
前
に
、
笠
岡
西
中
学
校
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
全
校
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

１０
年
～
２０
年
後
の
地
域
の
あ
る
べ
き

姿
を
探
る
目
的
に
、
将
来
を
担
う
中
学
生

の
考
え
方
や
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た

も
の
で
、
平
成
２
８
年
・
令
和
元
年
に
続

き
第
３
回
目
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
詳
し
い
分
析
を
行
い
ま
す

が
、「
今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

か
」
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、「
思
う
」
は

第
１
回
が
８０
％
、
第
２
回
が
６２
％
、
そ
し

て
今
回
が
４９
％
と
次
第
に
に
減
少
し
て

い
ま
す
が
、「
人
が
親
切
・
自
然
が
豊
か
・

災
害
が
少
な
い
、
静
か
で
平
和
」
と
い
っ

た
郷
土
の
住
み
易
さ
か
ら
、
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
一
方
の
「
思
わ
な
い
」
で
は
、「
店
や
遊

ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
、
希 

望
す
る
仕
事
や
望
み
を 

叶
え
た
い
・
大
学
が
な 

い
・
都
会
に
行
き
た
い
」 

な
ど
、
１
年
生
３２
％
に 

対
し
て
３
年
生
は
６２
％ 

と
倍
近
い
数
で
、
将
来
を
具
体
的
に
考
え

て
い
る
年
頃
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

小
学
４
年
生
向
け
の
副
読
本 

『
絵
と
写
真
、 

地
図
で
見
る
笠
岡
町
の
歴
史
』
を
発
行 

文
化
部
会
・
笠
岡
町
の
歴
史
を
知
る
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

繁
地 

 
 

晋 

 

中学生２００人アンケート 

 

Ａ
４
版
カ
ラ
ー
印
刷
３２
頁 

付
録
・
笠
岡
沿
革
史
１５
頁 

１
冊
１
０
０
０
円(

税
込
み) 

で
販
売
し
ま
す
。 

購
入
ご
希
望
の
方
は
事
務
局 

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 ６４名 

２年生 ６１名 

３年生 ６６名 

 


